
オペラの魅力すべて満載、
でも 「大人の冗談」

ド
イ
ツ
語
・
英
語
で
ア
リ
ア
ド
ネ
。
フ
ラ
ン
ス
語

で
ア
リ
ア
ー
ヌ
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
ア
リ
ア
ド
ナ
、
イ

タ
リ
ア
語
は
ア
リ
ア
ン
ナ
。
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
登
場

す
る
ク
レ
タ
島
の
王
ミ
ノ
ス
と
妃
パ
シ
パ
エ
の
娘
。

絵
画
で
は
ル
ネ
サ
ン
ス
の
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
・

テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
・
カ
ラ
ッ
チ
か
ら
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
・

マ
カ
ル
ト
を
経
て
キ
リ
コ
・
ド
ニ
・
コ
リ
ン
ト
等
近

代
作
品
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
音
楽
で
も
モ

ン
テ
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
・
ヘ
ン
デ
ル
・
ハ
イ
ド
ン
、
そ
し

て
本
年
生
誕
百
五
十
年
の
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ

ウ
ス
等
に
名
曲
が
残
る
。
神
話
の
中
で
も
超
有
名
人

な
の
だ
。
も
っ
と
も
最
近
は
ア
リ
ア
ド
ネ
の
糸
と
い

え
ば
、
専
ら
ゲ
ー
ム
「
世
界
樹
の
迷
宮
」
の
攻
略
必

須
ア
イ
テ
ム
だ
そ
う
で
、
オ
ヂ
サ
ン
は
古
典
を
下
敷

き
に
し
た
ゲ
ー
ム
や
ア
ニ
メ
の
多
い
こ
と
に
毎
度
目

を
丸
く
す
る
。

ど
ん
な
話
か
と
い
え
ば
、
舞
台
は
も
ち
ろ
ん
ギ
リ

シ
ャ
。
ア
テ
ネ
に
エ
ー
ゲ
海
の
ク
レ
タ
島
と
ナ
ク
ソ

ス
島
。

ク
レ
タ
王
ミ
ノ
ス
が
ア
テ
ネ
に
戦
勝
し
た
の
で
、

ア
テ
ネ
は
ク
レ
タ
に
住
む
牛
頭
人
身
の
怪
物
ミ
ノ
タ

ウ
ロ
ス
に
生
贄
を
捧
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
憤
っ
た
ア

テ
ネ
王
子
テ
セ
ウ
ス
が
怪
物
退
治
に
ク
レ
タ
に
到
着

す
る
と
、
王
女
の
ア
リ
ア
ド
ネ
は
彼
に
一
目
惚
れ
。

ア
テ
ネ
に
同
行
し
て
妻
に
な
る
事
を
条
件
に
、
短
剣

と
糸
毬
（
ま
り
）
を
渡
し
て
助
太
刀
す
る
。
ミ
ノ
タ

ウ
ロ
ス
が
迷
宮
に
い
た
為
、
テ
セ
ウ
ス
は
毬
か
ら
糸

を
伸
ば
し
な
が
ら
辿
り
着
き
、
授
か
っ
た
短
剣
で
退

治
。
糸
に
導
か
れ
て
無
事
帰
還
。
二
人
は
ク
レ
タ
を

後
に
し
た
。
こ
こ
か
ら
正
解
へ
の
手
引
き
や
内
助
の

功
を
「
ア
リ
ア
ド
ネ
の
糸
」
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
道
中
、
テ
セ
ウ
ス
は
ア
リ
ア
ド
ネ
を
ナ

ク
ソ
ス
島
に
置
き
去
り
に
し
て
し
ま
う
。
悲
嘆
に
く

れ
る
ア
リ
ア
ド
ネ
。
そ
こ
に
現
れ
た
の
が
デ
ィ
オ
ニ

ソ
ス
こ
と
若
神
バ
ッ
カ
ス
。
今
度
は
彼
が
彼
女
に
一

目
惚
れ
し
て
孤
島
か
ら
救
い
出
し
、
め
で
た
し
め
で

た
し
。

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
採
用
し
た
の
は
最
後
の
部
分

で
、
悲
し
む
ア
リ
ア
ド
ネ
に
同
情
す
る
妖
精
の
三
重

唱
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
バ
ッ
カ
ス
の
雄
々
し
き
登

場
。
最
初
は
訝
（
い
ぶ
か
）
る
ア
リ
ア
ド
ネ
。
や
が

て
恋
が
芽
生
え
て
二
重
唱
と
と
も
に
ナ
ク
ソ
ス
島
を

出
る
ま
で
が
作
曲
さ
れ
た
。

し
か
し
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、
こ
の
作
品
に
も
う
ひ

と
捻
り
加
え
る
。
「
大
金
持
ち
が
宴
会
の
余
興
に
、

新
米
作
曲
家
を
雇
っ
て
神
話
オ
ペ
ラ
を
依
頼
」
と
い

う
設
定
で
、
上
演
前
の
楽
屋
裏
を
見
せ
た
の
だ
。

そ
の
序
幕
。
生
真
面
目
な
青
二
才
は
一
世
一
代
の

名
曲
を
書
い
た
と
胸
を
張
る
が
、
所
詮
は
余
興
の
為

と
い
う
所
が
ミ
ソ
。
こ
の
富
豪
は
古
典
に
倣
っ
て
悲

劇
の
後
に
喜
劇
を
置
い
た
。
但
し
こ
ち
ら
は
古
代
ギ

リ
シ
ャ
か
ら
千
何
百
年
後
の
ル
ネ
サ
ン
ス
に
イ
タ
リ

ア
で
栄
え
た
コ
ン
メ
ー
デ
ィ
ア
・
デ
ッ
ラ
ル
テ
。
ピ

エ
ロ
と
美
女
と
そ
の
取
り
巻
き
と
い
う
、
吉
本
的
に

「
毎
度
お
な
じ
み
」
の
寸
劇
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
金
満
家
の
御
主
人
様
は
わ
が
ま
ま
。
午

後
九
時
か
ら
花
火
だ
か
ら
舞
台
は
そ
れ
ま
で
と
譲
ら

な
い
。
作
曲
家
の
師
匠
は
頭
を
抱
え
る
が
、
主
人
は

事
も
無
げ
に
「
だ
っ
た
ら
喜
劇
と
悲
劇
を
同
時
上
演

す
れ
ば
よ
か
ろ
う
」
と
言
い
放
つ
。
二
つ
の
舞
台
で

は
な
い
。
一
つ
の
舞
台
で
両
方
一
遍
に
や
っ
て
し
ま

え
、
と
。

こ
の
話
、
東
京
で
な
ん
と
か
オ
ペ
ラ
を
と
苦
戦
す

る
我
々
に
と
っ
て
、
他
人
事
と
は
思
え
な
い
。
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
が
見
た
い
ス
テ
ー
ジ
と
演
者
が
本
当
に
や

り
た
い
ス
テ
ー
ジ
は
、
大
抵
食
い
違
う
も
の
で
あ
る
。

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
洞
察
に
は
恐
れ
入
る
。

当
然
な
が
ら
楽
屋
は
大
騒
ぎ
。
喜
劇
組
が
「
面
白

い
ジ
ャ
ン
」
と
は
し
ゃ
ぐ
脇
で
、
「
僕
の
労
作
に
な

ん
と
い
う
侮
辱
」
と
作
曲
家
は
激
昂
。
ア
リ
ア
ド
ネ

役
の
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
も
「
冗
談
じ
ゃ
な
い
わ
よ
」
と

音
楽
教
師
に
詰
め
寄
る
。
先
生
は
「
長
い
物
に
は
巻

か
れ
て
・
・
」
と
二
人
を
慰
留
。
や
が
て
皆
が
引
き

上
げ
る
と
喜
劇
組
の
美
女
が
ひ
と
り
残
り
「
お
笑
い

な
ん
て
本
当
は
淋
し
い
の
よ
」
と
作
曲
家
に
内
心
を

吐
露
す
る
や
「
な
ん
と
清
ら
か
な
」
と
淡
い
恋
心
が

芽
生
え
る
。
い
わ
ゆ
る
ズ
ボ
ン
役
の
作
曲
家
は
メ
ゾ

ソ
プ
ラ
ノ
が
歌
う
青
年
役
な
の
で
、
女
声
二
部
の
美

し
い
重
唱
が
高
揚
し
た
瞬
間
、
「
サ
ァ
芝
居
の
幕
開

き
だ
」
と
喧
騒
が
回
帰
し
て
序
幕
は
終
わ
る
。

そ
し
て
オ
ペ
ラ
幕
。
二
つ
の
異
質
な
古
典
は
、
本

当
に
同
時
進
行
す
る
の
だ
。
ま
さ
に
「
大
人
の
冗
談
」
。

置
き
去
り
に
さ
れ
た
ア
リ
ア
ド
ネ
に
「
あ
の
人
悲
し

そ
う
だ
か
ら
慰
め
て
あ
げ
よ
う
よ
」
と
喜
劇
組
が
芝

居
始
め
て
し
ま
う
。
可
愛
い
子
ち
ゃ
ん
の
ツ
ェ
ル
ビ

ネ
ッ
タ
は
、
超
絶
技
巧
の
コ
ロ
ラ
ト
ゥ
ー
ラ
を
駆
使

し
た
大
ア
リ
ア
で
激
励
。
ア
リ
ア
ド
ネ
は
無
視
。
途

中
か
ら
洞
穴
の
棲
家
に
戻
っ
て
し
ま
う
が
、
喜
劇
組

は
お
構
い
な
し
に
芝
居
を
続
行
。
や
が
て
バ
ッ
カ
ス

が
到
着
し
、
ア
リ
ア
ド
ネ
の
心
が
解
け
て
結
ば
れ
る

終
景
で
は
、
喜
劇
組
と
妖
精
た
ち
は
観
客
に
ま
じ
る

格
好
で
二
人
を
祝
福
し
て
幕
。

悲
劇
か
ら
喜
劇
、
バ
ロ
ッ
ク
か
ら
近
代
。
あ
ら
ゆ

る
声
種
が
競
い
、
構
想
も
言
葉
も
音
楽
も
本
当
に
オ

シ
ャ
レ
で
、
お
よ
そ
オ
ペ
ラ
の
魅
力
が
全
部
つ
ま
っ

た
名
曲
中
の
名
曲
な
の
だ
。

来
年
一
年
は
サ
ン
パ
ー
ル
荒
川
が
改
装
閉
館
。
再

来
年
以
降
の
《
あ
ら
か
わ
バ
イ
ロ
イ
ト
》
に
つ
い
て

は
、
累
積
赤
字
と
い
う
深
刻
な
問
題
で
目
下
は
白
紙
。

二
◯
◯
九
年
に
《
パ
ル
シ
フ
ァ
ル
》
で
立
ち
上
げ
て

六
年
目
で
す
が
、
ひ
と
つ
の
区
切
り
の
公
演
に
な
り

ま
す
。
是
非
、
お
越
し
く
だ
さ
い
！

（
と
こ
ろ
で
、
日
本
で
は
な
ぜ
か
こ
の
曲
を
「
ナ

ク
ソ
ス
」
と
略
称
す
る
け
ど
、
ど
う
も
Ｃ
Ｄ
レ
ー
ベ

ル
が
浮
か
ん
で
し
ま
う
。
「
（
ナ
ク
ソ
ス
島
の
）
ア
リ

ア
ド
ネ
」
さ
ん
だ
か
ら
「
ア
リ
ア
ド
ネ
」
が
略
称
で

な
い
と
ピ
ン
と
来
な
い
の
だ
け
ど
・
・
・
。
）

《あらかわバイロイト》オペラ監督　田辺とおる

R.シュトラウス《ナクソス島のアリアドネ》公演によせて


